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地域地質研究報告
5 万分の１地質図幅
金 沢  (10) 第 81 号

 谷 汲 地 域 の 地 質

脇田浩二 *

本図幅地域の地質調査は，昭和62年度から平成元年度にかけての特定地質図幅の研究として行われたも

のである．

本研究報告をまとめるに当たっては，名古屋大学理学部水谷伸治郎教授，足立　守助教授，小嶋　智助

手，山本博文氏(現在地質調査所海洋地質部)，斎藤　眞氏(現在地質調査所地質部)，九州大学理学部佐野

弘好助手，山縣　毅氏，信州大学理学部公文富士夫助教授及び同大教養部大塚　勉助手から一部未公表を

含む資料の提供を受けるとともに，貴重な助言や協力を頂いた．ここに記して深甚の謝意を表す次第であ

る．

所内では，地質部加藤碵一技官・吉岡敏和技官，環境地質部山崎晴雄技官・佃　栄吉技官・杉山雄一技

官には地震と活断層について資料提供と助言・協力を受けた．また地質部木村克己技官には美濃堆積岩コ

ンプレックスの構造について助言を受けた．岩石薄片の作成は地質標本館宮本昭正・安部正治・佐藤芳治・

野神貴嗣及び木村　朗各技官が担当した．

Ⅰ．　地　　形

｢谷汲｣図幅地域は，東経136ﾟ30′-136ﾟ45′，北緯35ﾟ30′-35ﾟ40′の範囲で，岐阜県西部に位置している．北

方には両白山地，西方には伊吹山地が控え，南方には濃尾平野が広がっている．

本図幅地域の最高峰は，北西部に位置する花房山(1189.5ｍ)である．北東部には，舟伏山(1040.3ｍ)が

そびえている(第1図)．本図幅地域は，北西部が高く山地を形成し，南東部が低地になっている．この

山地から低地へなだらかに移行する全体的な地形に斜交するように，北部から南東部へかけての根尾川

に沿ったＮＷ -ＳＥ方向の地溝状の細長いくぼみが走っている．これは濃尾断層系の位置，方向と一致して

いる．東部の細長い高まりと東南隅の凹地もやはり濃尾断層系によって構造的に形成されたものであろ

う．根尾谷断層に沿った地域では，系統的な谷や尾根の屈曲が認められ，これらは左横ずれのセンスを

示している．濃尾断層系はＷＮＷ-ＥＳＥとＮＮＷ-ＳＳＷとの2方向の断層があり，また1つの断層でもこ

の 2 方向を有する屈曲した断層線を有する．本図幅地域北部やその北方では，この 2 方向の断層に規制

された構造地塊が並んでいる(第2図)．本図幅地域南縁に分布するＷＮＷ -ＥＳＥの断層は，濃尾平野の北

縁の方向とほぼ一致している．

(平成 2 年稿)

＊ 地　質　部
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Ⅱ．　地 質 概 説

本図幅地域における地質構成要素は，その大部分がジュラ紀 -白亜紀最前期の美濃帯堆積岩コンプレッ

クスである．その他には，白亜紀後期の珪長質岩脈，第三紀の安山岩岩脈及び第四紀の段丘堆積物・崖

錐堆積物・現河床堆積物がそれぞれわずかに分布している．本図幅地域の地質の概要を第1表に示す．

また，本図幅地域の中央部には，北西 -南東方向に走る活断層群(濃尾活断層系；松田 ,1974)がある．

美濃帯堆積岩コンプレックス及びこれに相当するものは，西南日本内帯に広く分布しており，外帯の

秩父帯堆積岩コンプレックスとともに，ジュラ紀-白亜紀最前期に形成された日本の骨格をなす地質体で

ある(第 3 図)．これらの地質体は，東アジアの大陸縁の収束境界において，大陸からもたらされた砕屑

物と海洋プレート上の堆積岩や火山岩が混じり合い大陸側に付加された結果形成された付加コンプレッ

クスであると多くの研究者によって推測されている．

本図幅地域の美濃帯堆積岩コンプレックスは，主に砂岩・泥岩・珪質泥岩・チャート・石灰岩・玄武

岩からなる．SANO(1988a,b,1989a,b)は，舟伏山地域の玄武岩を伴う石灰岩・チャートの層序及び堆積

相を解析し，これらの岩石が二畳紀に海山の一部や海山を覆う堆積物として形成されたことを明らかに

した(第 4図)．美濃帯には石灰岩や玄武岩をほとんど伴わない厚い層状チャートやこのような層状チャ

ートに密接に伴う珪質泥岩が広く分布している．層状チャートの大半は，三畳紀 -ジュラ紀前期に海洋底

に堆積した放散虫などプランクトンからなる遠洋性の堆積物で陸源砕屑粒子を全く含まない．珪質泥岩

は，しばしばチャートの上に整合に堆積し，放散虫遺骸と陸源砕屑粒子が混じり合った半遠洋性の堆積

物とみなされる．このように石灰岩・玄武岩・チャート・珪質泥岩は二畳紀からジュラ紀(一部白亜紀最

前期)にかけて大陸縁辺に近づきつつある海洋地殻上で堆積・形成された岩石とみなすことができる

(OTSUKA,1988；WAKITA,1988)．なかでも珪質泥岩は陸源砕屑粒子を含んでいるので，最も大陸に近い

位置で堆積したと推定される．一方，砂岩及び泥岩は，最も新しい地質時代の岩石で，その大半は海溝

やその近傍で堆積したタービダイトである．タービダイトは，しばしば珪質泥岩の上に整合に重なってい

る．これは，石灰岩・玄武岩・チャート・珪質泥岩を載せて大陸縁辺にやってきた海洋地殻が海溝で沈

本図幅地域北西部に存在する山地は，北東隅の高まりとともに緑色岩，石灰岩を主体とする岩体が分

布する地域に相当し，基盤の地質とも密接に関係している．

水系は，主に木曽三川の一つの揖斐川水系に属している．本図幅地域南西部に揖斐川の本流が流れ，

中央部には揖斐川の大きな支流の一つである根尾川が流れている．揖斐川はＮＷ -ＳＥ方向の濃尾断層系

に沿った谷に源を発し，北西部の山地の西部をＮＮＥ-ＳＳＷ方向に流れ，西方で東へ流れを変えた後，西

隣「横山」図幅地域南西部から南南東へ向かって濃尾平野の北西縁を限る池田山断層(活断層研究会，

1980)に沿って流れ下っている．一方，根尾川は，濃尾断層系にその流れの方向を強く支配され，小さな
む ぎ

蛇行を繰り返しながら南へ流下している．本図幅地域東部には，長良川の支流である武儀川・神崎川及

び伊自良川が流れている．このうち武儀川の最上流部は明らかにＷＮＷ - ＥＳＥ方向の武儀川断層

(活断層研究会，1980)に規制されている．
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み込む際に，陸源の砂や泥が海溝に流れ込み珪質岩の上に重なったものと理解できる．

現在の海底の研究の結果，海洋地殻が海溝で沈みこむ際には海溝付近で低角のスラストが発達するこ

とが知られている(加賀美ほか ,1983)．海洋地殻の上の玄武岩・石灰岩・チャート・珪質泥岩やその上

に重なる砂岩・泥岩の一部は，海洋地殻とともに沈み込むことなく，このスラストによって陸側に付け

加えられる．美濃帯堆積岩コンプレックスは，このような過程(付加過程)を繰り返し，海溝より陸側に

は数多くの断層で区切られた地質体(付加体)として発達していった(第 5 図)．

美濃帯堆積岩コンプレックスには，メランジという地質体が発達しており，特に本図幅地域において

顕著である．メランジは，泥岩の基質中に石灰岩・玄武岩・チャート・珪質泥岩・砂岩からなる大小さ

まざまな礫・岩塊を数多く含む地質体である．これらのメランジは，上記の付加過程を経たのち，現在

の海洋で認められているような海底地すべりや泥火山・泥ダイアピル，断層に沿った破断変形といった

過程が複合することで形成されると推定されている(WAKITA, 1988)．

付加体では，堆積過程と破断・混合過程・変形過程がほぼ同時に進行し，複雑な構造ができる．美濃

帯堆積岩コンプレックスのなかに認められる断層・褶曲の多くが，付加体の形成過程と密接に関わった
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変形運動で形成された．美濃帯堆積岩コンプレックスの形成は，ジュラ紀前期から白亜紀最前期まで行

われたが，本図幅地域には，ジュラ紀中期 - 白亜紀最前期に形成された部分が分布している．

白亜紀後期になると，本図幅地域及びその周辺は珪長質火成活動の場になり，褶曲した美濃帯堆積岩

コンプレックスは流紋岩類に不整合に覆われ，花崗岩や石英斑岩に貫入されるようになる．しかし流紋

岩や花崗岩は露出しておらず，わずかに分布する石英斑岩に珪長質火成活動のなごりが認められる．

第三紀 -第四紀前半における地質学的活動の証拠は本図幅地域では乏しい．数ｍ -数10ｍの幅の安山岩

岩脈が第三紀のものと推定されるが，地質時代を決定する確たる証拠はない．

第四紀後半，完新世になると，現在とほとんど変わらない地質造構場にあり，東西方向の水平圧縮を

受け，北西 -南東方向の左横ずれ断層(濃尾断層系)が数多く発達する．これらの活断層は，明治 24年の濃

尾地震の際に数ｍの左ずれや垂直変位を地表に生じて人々を驚かせた．

これらの断層にしばしば支配される形で根尾川や武儀川といった河川が本図幅地域内を流れている。

これらの河川に沿って段丘堆積物や現河床堆積物が形成されている．
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Ⅲ．ジュラ系-最下部白亜系(美濃帯堆積岩コンプレックス)

Ⅲ．1　研 究 史

本図幅地域は，紡錘虫化石を含む石灰岩が点在し，また濃尾断層系があることなどから，古くから研

究が進められてきた．紡錘虫化石を含む石灰岩やその周辺の地層もしくは紡錘虫化石を対象にしたもの
お

としては，全域(藤本ほか，1962)，揖斐川上流地域(尾原，1957; 梶田，1963; 宮村，1965)，久瀬村小
ず つ くみ ふなふせやま

津 -津汲地域(関，1938; OTSUKA，1964; 大塚・金田，1965)，舟伏山地域(小林，1951; IGO and OGAWA,
たる み ようきんざん

1958; 河田, 1958; 中村，1965a,b, 1966a,b, 1967a,b,c, 1969),根尾村樽見西方(宮村,1965)，魚金山地

域(SASHIDA, 1980)，石山石灰岩地域(IGO, 1983)などがある．

本図幅地域南西部の揖斐川町では褶曲構造の研究(MIZUTANI, 1964)が行われ，北西部の揖斐川流域藤

橋村においては，層相のマルコフ解析(HATTORI, 1976)や緑色岩の研究(服部，1978，1979)が行われた．
ようきんざん

最近になって，放散虫化石による研究が盛んになり，魚金山(山本，1983，1985)，舟伏山(SANO, 1988
たにあい

a)，谷合周辺(WAKITA, 1988；YAMAGATA, 1989)，谷汲(斎藤，1989)などの地域で放散虫化石の産出や

メランジ・スラストの存在が報告されてきた．また，舟伏山地域では舟伏山石灰岩及びその周辺の堆積

環境の検討が詳細に行われている(SANO, 1988a,b,1989a,b)．

なお隣接した地質図幅としては，礒見(1955, 1956)，河合(1964)，脇田(1984)がある．また，美濃帯

全体を扱った研究としては，KANUMA(1958)，藤本ほか(1962)，MIZUTANI(1964), YOSHIDA(1972),

ADACHI(1976)，足立(1979), KANO(1979), MIZUTANI et al.(1981), HATTORI(1982), 脇田(1985),

WAKITA(1988), OTSUKA(1988)などがある．

Ⅲ．2　概　要

本図幅地域の美濃帯堆積岩コンプレックスは，主に砂岩・泥岩・珪質泥岩・チャート・石灰岩・玄武

岩からなる．砂岩は泥岩と互層し，珪質泥岩はチャートに密接に伴っている．また石灰岩は玄武岩を伴

うことが多い．構成岩類のなかで最も古い岩石は石灰岩と玄武岩の大半とチャートの一部で二畳紀であ

る．チャートの大半は三畳紀 -ジュラ紀前期で，珪質泥岩はジュラ紀中期 -白亜紀最前期である．砂岩及

び泥岩は地質時代が確定しているものが少ないが，ジュラ紀中期 - 白亜紀最前期と推定される．

本報告で用いる用語や概念の多くは WAKITA(1988)に従っている．WAKITA(1988)によると，美濃帯堆

積岩コンプレックスの構成岩石は，単独でもしくは複数が組合せである限られた大きさを有する地質体

(package)を形成している．その大きさは，径数 cm-数10cmの礫ぐらいの大きさから，数ｍ -数10ｍの長

径を有する岩塊，地質図で表現できる数100km- 数10km の長さの岩体までさまざまである(WAKITA,

1988)．巨大な岩体を形態によってはスラブないしブロックという用語で記載する場合がある．一般に

各々の礫・岩塊・岩体のなかでは層序がなりたっている．この層序の成立つ地質体のうちある程度

の広がりをもっている地質体を整然相と呼んでいる．これに対してその内部が混沌としており層序が成
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り立たない地質体を，メランジと呼んでいる．

メランジは，泥岩基質とそれに含まれる礫・岩塊・岩体とから構成される地質体で，従来美濃帯の研

究者によってオリストストローム1）や海底地すべり堆積物と呼ばれていたものである．本報告でメラン

ジという用語を用いたのは，最近この地域のこの地質体の成因が単に海底地すべりだけではなく，泥ダ

イアピルや断層運動などを含んだ複雑な過程によるものであることが明らかになってきたためである．

かつて，メランジという用語も成因を含めて用いられたが，最近では成因を含めず純粋に記載用語とし

て用いられてきている(RAYMOND, 1984)．ただし，メランジは地質図に描きうる大きさをもつ地質体で

あるという定義であるため，記載上しばしば泥質混在岩相という用語を併用している．この用語は，"泥

岩基質中に岩塊を含む " といった岩相・組織に対して用いている．この用語を用いて，地質図に描けな

い大きさの岩体や岩体の一部について記載している．

メランジを主体とする本図幅地域のジュラ紀の堆積岩コンプレックスでは，岩石や岩体相互の接触関

係は一般に明瞭ではなく，推定される関係の可能性も整合関係・堆積接触関係・断層関係・注入関係な

ど多様で特定できない．本図幅において明らかに断層関係である部分以外は，一般の地層境界と同様の

界線を用いた．したがって，地質図を読む際にはこの点に留意する必要がある．

美濃帯堆積岩コンプレックスは非常に複雑な構造を有していて，その実体を正確に把握することは困

難である．近年，数多くの研究者が詳細な地質調査と放散虫化石による地質時代の決定によって，その

実体について少しずつ明らかになってきたが，まだまだ不明なところが多く，その記載は便宜的な手法

を取らざるを得ない．ある地質時代に特定の形成過程で形成された，地史的なまとまりを WAKITA(1988)

はユニットと命名し，６つのユニットを美濃帯堆積岩コンプレックス中に識別した(第 6 図)．本図幅地

1)本報告では，成層砂岩と漸移するなど，明らかに堆積作用によって形成されたことが明らかな混在岩相のみをオリストストロームと呼んでいる(cf.
 小島山オリストストローム)．
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域では，WAKITA(1988)に従い，舟伏山ユニット・金山ユニット・那比ユニットを区別し，WAKITA(1988)

の定義・区分に該当しない部分は，未区分とした．またそれぞれのユニットを岩相の類似したいくつか

のサブユニットに細分した(第 2表 , 第 7図)．これらのユニット・サブユニットは多くの場合断層で境

されているのだが，泥岩の注入によって指交関係になっている場合がある．

Ⅲ．3　舟伏山ユニット

本図幅地域北東部及び北西部に位置する．岩相から 3 つのサブユニット(舟伏山石灰岩・魚金山メラン

ジ・白倉谷メランジ)に細分できる．金山ユニットの根尾メランジ，那比ユニットの追ヶ谷石灰岩チャー

ト互層や未区分の神原メランジと断層で接する．

ⅢⅢⅢⅢⅢ . 3 . 1. 3 . 1. 3 . 1. 3 . 1. 3 . 1 　舟伏山石灰岩　舟伏山石灰岩　舟伏山石灰岩　舟伏山石灰岩　舟伏山石灰岩

本図幅地域北東部に位置し，主に石灰岩からなり，玄武岩質溶岩・火山性砕屑岩やチャートを伴う．

金山ユニットの根尾メランジや那比ユニットの追ヶ谷石灰岩チャート互層と低角の断層で接する．この

サブユニットは SANO(1988b)による舟伏山層と初鹿谷層を含んでいる(第 8，9図)．
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石灰岩は，灰白色 -暗灰色ないし黒色を呈し，一般に塊状で部分的に層状となっている．地域によって

は広くドロマイト化している．石灰岩のタイプとしては，molluscan wackestone, algal wackestone,

fsuline wacke/packstone, fusuline-crinoid wackestone, intraclastic bioclastic grainstone, bioclastic

packstoneの 6種類が識別されている(SANO, 1988b).

紡錘虫・二枚貝・巻貝・珊瑚・海ユリなどの化石を産する．なかでも紡錘虫化石は良い示準化石なの

でよく研究されている．紡錘虫化石帯では Pseudofusulina ambigua zone から Neoschwagerina margar-

itae-Yabeina globosa zone に相当し，地質時代は二畳紀前期の後期から二畳紀中期の後期に及ぶ(IGO and

OGAWA, 1958；中村 , 1965a, 1966a, b, 1967a, b, c；SANO, 1988b)．

玄武岩質溶岩・火山性砕屑岩は，緑色-暗緑色ないし暗赤褐色を呈し，厚さ数10ｍ -200ｍで石灰岩やチ

ャート中に挟在している．
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チャートは，赤褐色・緑色・灰色・黒色を呈し，厚さ 5-10cmの珪質部と厚さ1cm以下の泥質部が繰り

返す層状構造を示す．チャートからは，Pseudoalbaillella lomentaria, P. sp. aff. P. scalprata, P. sp. aff.

P. longicornis, Follicucullus scholasticus m. I & m . Ⅱなど二畳紀前 - 後期の放散虫化石が産出してい

る(SANO, 1988a)．

ⅢⅢⅢⅢⅢ . 3 . 2. 3 . 2. 3 . 2. 3 . 2. 3 . 2　魚金山メランジ　魚金山メランジ　魚金山メランジ　魚金山メランジ　魚金山メランジ

本サブユニットは本図幅地域北西部に分布し，金山ユニットの根尾メランジ，未区分の神原メラン

ジ，舟伏山ユニットの白倉谷メランジと断層で接している．泥岩基質中に玄武岩・石灰岩・チャート・

砂岩などを岩塊として含むメランジからなる部分と，玄武岩・石灰岩・チャート・砂岩が単独もしくは

それらの組合せで巨大なスラブやブロックを形成している部分から構成される．魚金山メランジでは時

代や岩相が異なる岩石が複雑に入り乱れて分布するため，ルートマップは非常に複雑なものになる(第10

図)．

メランジの泥岩基質は，暗灰色ないし黒色の泥岩で剥離性が発達している．砕屑粒子は一般に少なく，

ときに全く認められないものがある．また多くの玄武岩質岩片を含んでいる．岩塊としては，玄武岩が

最も多く(第11図)，チャート・砂岩が次ぎ，まれに石灰岩が含まれる．泥岩にはジュラ紀中期の放散虫

化石を産する(第 3表)．
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玄武岩は暗緑色ないし暗赤褐色を呈し，枕状溶岩(第12 図)・塊状溶岩及び火山性砕屑岩からなる．溶

岩は斜長石・普通輝石・かんらん石(pseudomorph)の斑晶を含むが，これらの斑晶はしばしば変質して

緑泥石・方解石・絹雲母・スフェーン・ぶどう石・パンペリー石に置換されている．　

チャートは，白色・灰白色-暗灰色・褐灰色・青灰色・緑色・赤色などさまざまな色を呈し，厚さ 2-20

cm の珪質部と厚さ1cm 以下の泥質部の互層からなる層状チャートである．チャートからは二畳紀前 - 後

期及び三畳紀中 -後期の放散虫化石(山本，1985; 斎藤，1989)及び三畳紀後期のコノドント(斎藤，1989)

を産出している(第 4，5 表)．チャートはまれに石灰岩ないしドロマイトと互層することがある(第13

図)．この互層中のドロマイトからは，二畳紀型のコノドントNeogondolella sp.(斎藤，1989)を産する．

 石灰岩は白色・灰白色 - 暗灰色を呈し，一般に塊状でところどころに層状もしくは角礫状の部分があ

る．化石に富み，紡錘虫・珊瑚・二枚貝・巻貝・腕足類・石灰質藻類などの化石を産する．紡錘虫化石

は Acervoschwagerina endoi subzone からNeoschwagerina simplex subzone にわたり，二畳紀前期から

二畳紀中期の前半を指示する(SASHIDA, 1980；斎藤，1989)．
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ⅢⅢⅢⅢⅢ . 3 . 3. 3 . 3. 3 . 3. 3 . 3. 3 . 3　白倉谷メランジ　白倉谷メランジ　白倉谷メランジ　白倉谷メランジ　白倉谷メランジ

本サブユニットは本図幅地域北西部において，魚金山メランジと断層で繰り返しながら交互に分布し

ている．泥岩基質中に砂岩・チャート・珪質泥岩などを岩塊として含むメランジからなる．白倉谷メラ

ンジは，魚金山メランジとは以下の点で明瞭に異なっている．まず，巨大なスラブやブロックがなく，

最大の岩体でも長径1km 程度である．魚金山メランジに特徴的であった玄武岩質溶岩・火山性砕屑岩が

ほとんど含まれていない．泥岩基質は灰褐色 -暗灰色を呈し，シルトサイズの砕屑粒子を沢山含むなど鏡

下での組織もかなり異なっている．第14 図に模式地白倉谷林道におけるルートマップを示す．

チャートは長径数 cm-約1000 ｍで，岩塊としては最も大きいものを含んでいる．白色・灰白色 -暗灰

色・赤褐色を呈し，厚さ1-10cmの珪質部と1cm以下の泥質部の互層からなる．チャートにはしばしば層
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内褶曲が認められる(第15図)．砂岩の岩塊の長径は，一般に1-10数cmでときに10ｍ以上に達する．砂岩

の粒度は細粒ないし中粒で，一部粗粒である．灰白色 -暗灰色を呈し，分級はよくない．珪質泥岩は，灰

白色 -暗灰色・暗緑色・赤褐色を呈し，塊状の場合と層状の場合がある．本サブユニットとしては例外的

ではあるが，高尾谷上流には，二畳紀の紡錘虫化石を含む石灰岩からなる径数10ｍの岩塊が含まれる(山

本，1985)．

Ⅲ．4　金山ユニット

金山ユニットは，本図幅地域北部から東部にかけて広く分布しいる．本図幅地域では根尾メランジと

いうサブユニットが唯一存在している．舟伏山ユニットや那比ユニットの追ヶ谷石灰岩チャート互層と

は断層で接している．那比ユニットの葛原タービダイトと雛倉タービダイトとは部分的には断層で接し

ているが，他の部分では金山ユニットの泥岩の注入によって指交関係となっている．金山ユニットの根

尾メランジが那比ユニットの葛原タービダイトに接する部分にはしばしば破断砂岩泥岩互層が分布して

いる．WAKITA(1988)は，この破断砂岩泥岩互層を岩相の連続的変化を理由に那比ユニットに含めている

(第16 図). 最近 YAMAGATA(1989)は，この破断砂岩泥岩互層から金山ユニットの根尾メランジとほぼ同

時代のジュラ紀後期 - 白亜紀最前期の放散虫化石( Tricolocapsa yaoi 群集 - Pseudodictyomitra

cf. carpatica 群集)の産出を報告している．この破断砂岩泥岩互層は葛原タービダイトの層序的上位層で

あり，葛原タービダイトに含めるという見解と，破断砂岩泥岩互層は根尾メランジが葛原タービダイト



－15 －

中に注入している両サブユニットの漸移帯であるという考え方がある．

美濃帯の本図幅周辺地域では砂岩を伴う泥岩の多くがジュラ紀中期の後期からジュラ紀後期の前期の

時代に限られることから(WAKITA, 1988)，本報告では地質時代を重視しこの破断砂岩泥岩互層を金山ユ

ニットに含めた．

ⅢⅢⅢⅢⅢ . 4 . 1. 4 . 1. 4 . 1. 4 . 1. 4 . 1 　根尾メランジ　根尾メランジ　根尾メランジ　根尾メランジ　根尾メランジ

泥岩基質中に砂岩・チャート・珪質泥岩などからなるさまざまな大きさの岩塊を含むメランジ岩体で，

チャートや砂岩の巨大なスラブやブロックを含む(第17, 18 図)．SANO(1988a)の根尾層や YAMAGATA

(1989)の根尾層及び谷合層，山本(1985)のチャート -砂岩相に相当する．山本(1985)，SANO(1988a)や

YAMAGATA(1989)のほか WAKITA(1988)の研究がある．
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玄武岩・石灰岩からなる岩塊は，本サブユニットの分布域のうち北東部に集中し，巨大なチャート岩

体は南部に多いなど地域的に含まれる岩塊・岩体が若干異なっている．那比ユニットの葛原タービダイ

トと接する混在岩相はほとんど砂岩岩塊のみからなり，本来互層していた砂岩・泥岩が破断され礫化し

たとみなされる形態を示している(第19, 20図)．本報告ではこの岩相を破断砂岩泥岩層として塗色した．

基質の泥岩は，暗灰色ないし黒色を呈し，弱い剥離性がある．肉眼観察でも鏡下での観察でも基質の

泥岩は，不均質でさまざまなタイプの泥岩が混じり合っている(第 21図)．鏡下では粘土質の基質に石英・

長石・絹雲母などのシルトサイズの砕屑粒子を含んでおり，砕屑粒子は剥離面の方向にほぼ平行に伸び

定向配列している．顕微鏡下で観察される岩片にはシルト岩が多く，玄武岩・石灰岩・苦灰岩・チャー

トがまれに含まれる．基質の泥岩からはジュラ紀中期 -白亜紀最前期の放散虫化石(Guexella nudata 群集

-Pseudodictyomitra cf.carpatica 群集)が報告されている2)(佐野・山縣，1987；YAMAGATA, 1989)，(第 6

表) ．破断砂岩泥岩層の泥岩からはジュラ紀後期 - 白亜紀最前期( Tr i c o l o c a p s a  y a o i  群集 -

2)  佐野・山縣 (1987) 及び YAMAGATA(1989) は，P. cf. carpatica 群集の年代をジュラ紀後期としている．
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Pseudodictyomitra cf. carpatica 群集)の放散虫化石を産する(YAMAGATA, 1989)．

メランジ中のチャート岩塊は，径数 cmから厚さ数100ｍ長径数 kmに達する巨大なものまでさまざまな

大きさのものがある．巨大な岩体ではしばしば珪質泥岩や珪質粘土岩，チャート石灰岩互層が密接に伴

う．チャートは一般に灰白色 -暗灰色を呈し，暗緑色・緑灰色・赤褐色・赤色のものを伴う．一般的な層

状チャートで，珪質部は1-15cm泥質部は1cmの厚さでリズミカルに互層している．チャート石灰岩の互

層部では，厚さ 2-30cmの白色ないし暗灰色のチャートと厚さ10-30cmの灰色石灰岩ないし苦灰岩が互層

している．チャートからは，三畳紀中期 -ジュラ紀中期の放散虫化石(Triassocampe deweveri 群集 , T.

nova 群集 , Parahsuum simplum 群集 , Guexcella nudata 群集)が産出している(佐野・山縣 , 1987;

 WAKITA, 1988; YAMAGATA, 1989), (第 7, 8表)．

珪質泥岩は，径数 mmから厚さ数10ｍまでさまざまであるが，厚い岩体はしばしば層状チャートに密接

に伴っている．黒色・暗灰色 -灰白色・灰褐色・緑灰色を呈し，葉理を有するもの(葉理珪質泥岩)，層状

のもの(層状珪質泥岩)，極細粒で砕屑粒子を含まないもの(珪質粘土岩)がある．このうち葉理珪質泥岩

が最も優勢である．葉理珪質泥岩(山本，1985の泥岩を含む)は，粘土質基質に石英・長石などからなる

0.02-0.08mm の砕屑粒子や放散虫遺骸を含み，ジュラ紀中期 - 白亜紀最前期の放散虫化石(Unuma

echinatus 群集 - Pseudodictyomitrella cf．carpatica 群集)を産出する(山本，1985，佐野・山縣，1987；

WAKITA, 1988；YAMAGATA, 1989)(第 7, 8, 9 表)．

砂岩は，長径1cm-10数 cmのレンズ状岩塊が卓越するが(第 22図)，まれに数10ｍ以上の岩塊も認めら

れる．灰色を呈し，細粒-粗粒で一部極粗粒のものが存在し，分級が悪い．石英・カリ長石・斜長石などの

鉱物片や泥岩・珪長質火山岩・玄武岩・半深成岩・石灰質岩などの岩片からなる．重鉱物として雲母・
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電気石・不透明鉱物を含む．

玄武岩は，厚さ数ｍ-数10ｍで側方によく伸びた岩塊として出現する．しばしば層状チャートに密接に

伴う．緑灰色ないし暗褐色の火山性砕屑岩と，緑色ないし暗緑灰色の枕状溶岩からなる．玄武岩が泥岩

基質に接する部分では第 23図に示すように複雑な形態を示すことが多い(山縣・佐野，1987)．化石を直

接には産出しないが，神崎では三畳紀後期の放散虫化石を産するチャートと密着して接しているので，

少なくとも玄武岩の一部には三畳紀後期の部分があると考えられる．
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Ⅲ．5　那比ユニット

本図幅地域北東部に分布する葛原タービダイトと追ｹ谷チャート石灰岩互層と南部に広がる雛倉ター

ビダイトの 3 つのサブユニットに細分できる．ジュラ紀中期 - 後期の前期の放散虫化石を産する泥岩と

砂岩の互層を含む整然相の堆積岩類からなる．それぞれのサブユニットは地理的に離れており，関係は

不明である．

ⅢⅢⅢⅢⅢ . 5 . 1. 5 . 1. 5 . 1. 5 . 1. 5 . 1 　　　　　犖犖犖犖犖原タービダイト原タービダイト原タービダイト原タービダイト原タービダイト

本図幅地域北東部に位置し，金山ユニットの根尾メランジに囲まれて分布している．中央に武儀川断

層が走るがこのあたりを境として北東側では北上位，南西側では南西上位で，全体として背斜構造を形

成していると考えられる．YAMAGATA(1989)の犖原層に相当する．

主に砂岩泥岩互層(第 24 図)からなる．一般的に整然とした地層であるが，地域によっては砂岩層がし

ばしば膨縮したり途切れたり礫化している．武儀川断層より北東側では，この砂岩層の破断変形の程度

が上位(北東方向)に向かって次第に強くなる傾向がある．本図幅においては WAKITA(1988)の turbidite,

slightly disrupted turbidite, weakly disrupted turbiditeに相当する部分を砂岩泥岩互層とした．この破

断変形は，砂岩優勢な互層よりむしろ泥岩優勢な互層で顕著である．

砂岩層や泥岩層の厚さは一般に1-50cm である．砂岩優勢な互層と泥岩優勢な互層があり，前者では砂

岩層が厚さ10cm以上のことが多い．砂岩は灰色を呈し，一般に細 -中粒で，厚い砂岩層ではまれに粗粒の
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ものが見受けられる．しばしば級化成層や平行葉理・底痕などの堆積構造が観察される．泥岩は暗灰色

ないし黒色を呈し，まれに葉理を含むことがある．

本サブユニットの砂岩泥岩互層中の泥岩からは，ジュラ紀中期の後期からジュラ紀後期の前期の放散

虫化石が報告されている(山縣 ,1988)．

ⅢⅢⅢⅢⅢ . 5 . 2. 5 . 2. 5 . 2. 5 . 2. 5 . 2　雛倉タービダイト　雛倉タービダイト　雛倉タービダイト　雛倉タービダイト　雛倉タービダイト

本図幅地域南部に広く分布し，塊状砂岩・砂岩泥岩互層・珪質泥岩・チャートなどからなる．頻繁に

泥質混在岩相を挟むが，本報告ではこの泥質混在岩相部は根尾メランジや神原メランジ・外津汲メラン

ジに含め，本サブユニットからは除外する．

本サブユニットを構成する塊状砂岩・砂岩泥岩互層・珪質泥岩・チャートは，それぞれ厚いスラブや

ブロックを構成している．そのうち，堆積関係で重なるチャート・珪質泥岩・砂岩泥岩互層がチャート

の下底の断層で繰返す形態は，秩父帯(松岡，1984)や美濃帯東部(大塚，1985)に認められるような下位

から珪質粘土岩・チャート・珪質泥岩・砂岩泥岩互層の順で重なる一連の地層の断層による繰返しに類

似している．

塊状砂岩は，灰色を呈する中 -粗粒の砂岩からなる．厚さは数ｍ以上で，砂岩泥岩互層に密接に伴われ

ている．砂岩泥岩互層は，灰色細 -中粒砂岩と暗灰色 -黒色泥岩の繰返しからなり，しばしば級化成層や

平行葉理・底痕などの堆積構造が観察される．泥質 -シルト質部には，まれに生痕化石が観察される．砂

岩層の厚さが1-20cmのものが多く，数10cm-100cmの厚い砂岩層をときどき挟む．本サブユニット内北

部では砂岩優勢な互層が多く南部では泥岩優勢な互層が多い．また砂岩泥岩互層は，犖原タービダイト
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と同様に砂岩層が膨縮したり途切れたり礫化している場合がある．しかし砂岩層の破断変形の程度は犖

原タービダイトに比べて弱く，破断変形がほとんど認められない整然とした互層が多い(第 25，26 図)．
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砂岩と互層する泥岩中から，ジュラ紀後期の前期の放散虫化石が産出している(WAKITA,1988)．

珪質泥岩は，本サブユニット内南部に発達し，一般に層状チャートと泥岩優勢な砂岩泥岩互層や泥岩

層との間に挟在している．灰色ないし暗灰色を呈し，層状構造を持つものが多い．厚さは数10ｍ-数100ｍ

で側方への連続性はよい．

チャートは，白色・灰白色・灰色・暗灰色・淡褐色などを呈し，珪質部の単層の厚さが1-10数 cmの層

状チャートである．それぞれのチャート層は数10ｍから数100ｍの厚さで，側方に数100ｍ-数1000ｍまで

連続している．チャート層はしばしば下位に灰白色の珪質粘土岩層や優黒色の泥岩を伴ったり，一部に

厚さ数 cm-数10cmの単位で石灰岩と互層する部分が挟在したりする場合がある．また，谷汲村長瀬から

岐阜市秋沢北方にかけてのチャート層は暗緑色の玄武岩溶岩及び火山性砕屑岩を挟在する．

ⅢⅢⅢⅢⅢ . 5 . 3. 5 . 3. 5 . 3. 5 . 3. 5 . 3 　追ヶ谷チャート石灰岩互層　追ヶ谷チャート石灰岩互層　追ヶ谷チャート石灰岩互層　追ヶ谷チャート石灰岩互層　追ヶ谷チャート石灰岩互層

本サブユニットは本図幅地域北東部に位置し，美山町追ヶ谷・神崎などに分布している．本サブユニ

ットは主にチャートからなり，石灰岩・玄武岩・泥岩を伴う．チャートは，数 cm の珪質部と1cm以下の

泥質部からなる層状チャートで，灰白色 -暗灰色を呈する．本サブユニットを特徴づけるのは石灰岩チャ

ート互層で，厚さ数 cm-数10cmの白色石灰岩と厚さ 5cmの暗灰色チャートが繰り返している．石灰岩は

灰白色を呈し，しばしば角礫と基質からなる角礫質石灰岩となっている．玄武岩は暗赤褐色 -暗緑色の玄

武岩質溶岩及び火山性砕屑岩で，数ｍ-数10ｍの厚さでチャート中に挟在されている．泥岩は，暗灰色で

搭離性が発達し，ときおり1cm-数 cmの厚さの細粒砂岩層が挟在している．

本サブユニットのチャートからは，三畳紀中 -後期の放散虫化石(Triassocampe deweveri 群集 , T.

nova 群集 , Canoptum triassicum 群集；YAMAGATA, 1989)が，石灰岩からは二畳紀前期の後期から二畳

紀中期の中期の紡錘虫化石(Pseudodoliolina cf. ozawai, Schwagerina sp., Neoschwagerina sp.,

Schubertella sp., YAMAGATA，1989)が，泥岩からはジュラ紀中期の放散虫化石(Unuma echinatus 群集と

Guexella nudata 群集 , YAMAGATA, 1989；WAKITA, 1988)を，それぞれ産出している．

Ⅲ．6　未 区 分

本図幅地域南西部に分布する神原メランジ・外津汲メランジ・小島山オリストストローム・石山石灰

岩は，WAKITA(1988)の六つのユニットのいずれの定義にもあてはまらず，本報告では未区分として扱

う．

ⅢⅢⅢⅢⅢ . 6 . 1. 6 . 1. 6 . 1. 6 . 1. 6 . 1 　神原メランジ　神原メランジ　神原メランジ　神原メランジ　神原メランジ

本図幅地域南西部に主に分布するメランジ岩体で，泥岩基質中に砂岩・チャート・玄武岩などからな

るさまざまな大きさの岩塊やスラブ・ブロックを含む(第 27, 28 図)．斎藤(1989)の調査地域南半部の

Melange I及び Melange Ⅱに当たる．魚金山メランジや外津汲メランジと断層で接し，雛倉タービダイト

に注入し指交関係を形成している．

基質の泥岩は，暗灰色・黒色ないし灰褐色を呈し，弱い搭離性がある．鏡下では，石英・長石などか
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らなるシルトサイズの砕屑粒子を含んでいる．基質の泥岩からは第10表に示したように，Dictyomitrella

(?) kamoensis， Eucyrtidiellum pustulatum, E. unumaense, Guexella nudata, Hsuum maxwelli, H. cf.

parasolense などジュラ紀中期の放散虫化石の産出の報告がある(斎藤，1989)(第10表).

砂岩は，一般に灰色を呈し，細粒 - 中粒のものが多いが，一部に粗粒ないし極粗粒のものが存在する．

砂岩礫は，基質の泥岩の搭離面の方向に伸びたレンズ形ないしブロック状の形態をしている．露頭規模

より大きい砂岩岩塊は，しばしば砂岩泥岩互層を密接に伴い，両者で一つの岩塊を形成することがある．

本サブユニットに特徴的な岩相としてチャート角礫岩がある．チャート角礫岩は，大小さまざまなチ

ャートの角礫からなり，基質も極細粒なチャートからなる．一見すると普通のチャートと見間違えやす

い．このチャート角礫岩は，チャート角礫を含む砂岩層に移化する．

チャートは，灰白色・灰色・暗灰色・淡緑色・赤褐色などを呈し，一般に数 cm の珪質部と1cm 以下の

泥質部からなる層状チャートである．チャートからは，Pseudoalbaillella fusiformis,  P. sp.  aff. P.

longicornis など二畳紀中期の放散虫化石やTriassocampe deweveri, Pseudostylosphaera sp. などの三畳紀

中期の放散虫化石，Acanthocircus vigrassi, Pseudoheliodiscus sp. などの三畳紀後期の放散虫化石，

Parahsuum simplum などジュラ紀前期の放散虫化石などが産出している(斎藤，1989)．

玄武岩は，巨大なチャートスラブに密接に伴って産出する．暗緑色を呈し，塊状の溶岩及び火山性砕

屑岩からなる．しばしば赤褐色の泥岩を伴ったり，チャートのレンズを含んだりする．玄武岩が産出す

る付近にはしばしば搭離性の発達した優黒色の泥岩にチャート・玄武岩・石灰岩などの礫を含む混在岩

相が分布する(第 29図)．この混在岩相は，砂岩礫や砕屑粒子をほとんど含まないなどの点で，魚金山メ

ランジの岩相に類似している．
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久瀬村東津汲には，径1.5-5ｍの暗灰色 -黒色石灰岩が岩塊として泥質基質中に含まれている．この石

灰岩には Sikamaia sp. が含まれている．

神原メランジは，舟伏山ユニットの魚金山メランジと白倉谷メランジを合せたような岩相をしてお

り，産出する放散虫化石の地質時代も類似している．しかし，地体構造上の位置からは，神原メランジ

を舟伏山ユニットに入れることはできないので未区分としている．

ⅢⅢⅢⅢⅢ . 6 . 2. 6 . 2. 6 . 2. 6 . 2. 6 . 2　外津汲メランジ　外津汲メランジ　外津汲メランジ　外津汲メランジ　外津汲メランジ

本図幅地域南西部に位置し，神原メランジとは断層で接し，雛倉タービダイトとは指交関係にある．

小島山オリストストロームとの関係は不明である．

本サブユニットは，巨大な石灰岩スラブやブロックを多数含むメランジの部分と，泥岩基質中に砂岩

岩塊のみを含む破断砂岩泥岩層からなる．全体として北西 - 南東方向の走向を有し，北東側にメランジ，

南西側に破断砂岩泥岩層が分布する．破断砂岩泥岩層分布域の南西端には，チャートと珪質泥岩のスラ

ブがある．またその東方揖斐川町広尾には石灰岩の巨大なブロックがあり，その周囲にはチャートや石

灰岩の小岩塊を含む泥質混在岩相がわずかに分布している．

メランジは，暗灰色ないし黒色を呈し弱い搭離性が発達する泥岩を基質とし，大小さまざまな岩塊や

スラブ・ブロックを含んでいる．地質図上に表現できる大きさのスラブやブロックや岩塊は，圧倒的に

石灰岩が多く，次いでチャートの小規模な岩塊がわずかに認められる．しかし，露頭で観察される10ｍ以

下の岩塊は，その大半が砂岩で，ほかに少量のチャートがあるが，石灰岩はほとんど見受けられない．

石灰岩は，灰白色ないし灰色を呈し，塊状である．久瀬村西津汲では，石灰岩体の北東端に暗緑色の玄

武岩溶岩・火山性砕屑岩が伴っている．チャートは，灰白色-暗灰色ないし淡緑色を呈し，珪質部の単層

の厚さが数 cm-数10cmの層状チャートである．

破断砂岩泥岩層は，暗灰色ないし黒色の泥岩と灰色砂岩からなり，本来は両者が数 cm- 数10cmの厚さ

で互層していたとみなされる．砂岩層は膨縮し途切れ，多くの場合礫化している．この砂岩層の破断変

形の程度は強く，葛原タービダイトの武儀川断層より北東側に分布する破断砂岩泥岩層とよく類似して

いる．

分布地域の南西端に位置する珪質泥岩とチャートは暗灰色を呈し，それぞれ厚さ100-200 ｍ，長さ数

kmのスラブとして産する．

ⅢⅢⅢⅢⅢ. 6 . 3. 6 . 3. 6 . 3. 6 . 3. 6 . 3 　小島山オリストストローム　小島山オリストストローム　小島山オリストストローム　小島山オリストストローム　小島山オリストストローム

本図幅地域南西端にわずかに分布し，泥質混在岩相の地層(泥質混在岩層)と厚い珪質泥岩層からな

る．それぞれの厚さは，数100 ｍである．

泥質混在岩層は，黒色ないし暗灰色の泥岩基質中に砂岩やチャートの岩塊を含んだ地層である．基質

の泥岩は，黒色ないし暗灰色を呈し，搭離性がごく弱いか全くない(第 30 図)．砂岩層を挟有し，砂岩や

チャートの礫を全く含まない正常堆積の泥岩層としばしば互層する．このように明らかに堆積作用で形

成されたと認識できる泥質混在岩相の地層は従来美濃帯には知られていない．

珪質泥岩は暗灰色を呈し，黒色 -暗灰色の泥岩層を密接に伴う．
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ⅢⅢⅢⅢⅢ. 6 . 4. 6 . 4. 6 . 4. 6 . 4. 6 . 4　石山石灰岩　石山石灰岩　石山石灰岩　石山石灰岩　石山石灰岩

本図幅地域南端中央に位置し，石灰岩からなる．南東縁では雛倉タービダイトと，南縁は南隣図幅地域

の小島山オリストストロームに類似した泥質混在岩層とそれぞれ断層で境されている．

石灰岩は灰色ないし暗灰色を呈し，一般に塊状で一部礫状の部分がある．この石灰岩からは，二畳紀

中期 -後期の紡錘虫化石・小型有孔虫・石灰藻などが産出している(藤本ほか，1962；IGO, 1983)．

石山石灰岩が元来どのサブユニットに属したかは，重要な問題である．舟伏山石灰岩と外津汲メラン

ジのニつのサブユニットが候補であるが，いずれとも決めがたい．重要な情報としては，石山石灰岩は

岩相層序が本図幅地域外南方の赤坂石灰岩に類似している点(藤本ほか，1962)，石山石灰岩の南側(構造

的下位)に小島山オリストストロームに類似した地層が分布している点があげられる．

Ⅲ．7　地 質 時 代

美濃帯堆積岩コンプレックスの形成年代は，ジュラ紀前期から白亜紀最前期である(WAKITA, 1988)．

その構成岩石の地質年代は，石炭紀前期から白亜紀最前期に及ぶ．構成岩石の地質年代とコンプレック

スの形成年代が異なるのは，前者が海溝から遥か離れた海洋プレート上でかつて形成された岩石の年代

を示すのに対して，後者が海溝付近で行なわれた付加過程の時代を表しているからである(脇田，1989)．

この形成年代は，各ユニットの構成岩石のうち最も新しい地質時代を示す泥岩や砂岩の年代とほぼ同時

かそれよりやや若いと判断して決定している．

本図幅地域に分布する美濃帯堆積岩コンプレックスは，ジュラ紀中期から白亜紀前期に形成されてい
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る．金山ユニットの根尾メランジはジュラ紀中期から白亜紀最前期に形成されたが，根尾メランジを除

くほとんどのユニット(未区分を含む)はジュラ紀中期ないしジュラ紀後期の前期に形成されている．

本図幅地域に分布する美濃帯堆積岩コンプレックスの構成岩石の地質時代は，二畳紀前期から白亜紀

最前期に及ぶ．各ユニットごとの構成岩石の地質時代は，第 2表のようにまとめられる．

舟伏山ユニットの舟伏山石灰岩は，石灰岩から二畳紀前期の後期から二畳紀中期の後期の紡錘虫化石

を，チャートから二畳紀前 -後期の放散虫化石をそれぞれ産する．玄武岩の形成年代は，玄武岩がチャー

トや石灰岩に密接に伴うことから，二畳紀と判断される．

本図幅地域の北側に隣接する，舟伏山北方天ノ河原地域における舟伏山石灰岩中には，ジュラ紀中期

の中期の泥岩層が断層によって薄く挟み込まれている(佐野，1985)．この断層がサブユニットの形成過

程に関係しているのか(メランジ内部の各スラブの境界断層に類するもの)，他のサブユニットや他のユ

ニットとの境界形成に関係しているものなのか(例えば白倉谷メランジと魚金山メランジの境界の断

層)，現段階では判断できない．本報告では，このような断層による繰返し構造を舟伏山石灰岩の特徴と

して捉らえ，舟伏山石灰岩の全体としての形成年代は，ジュラ紀中期後期ないしそれ以降とした．

舟伏山ユニットの魚金山メランジは，基質の泥岩にジュラ紀中期の放散虫化石を産するほか，チャー

トからは二畳紀前期 -後期及び三畳紀中 -後期の放散虫化石と三畳紀後期のコノドント，石灰岩から二畳

紀前期 - 二畳紀中期の前半の紡錘虫化石を産する．メランジの形成年代は，ジュラ紀中期と考えられる．

舟伏山ユニットの白倉谷メランジには，基質の泥岩や珪質泥岩からジュラ紀中期の放散虫化石が産出

しており，チャートからは三畳紀の放散虫化石が産出している．また，わずかに含まれる石灰岩からは，

二畳紀の紡錘虫化石が産出している(山本，1985)．このメランジの形成年代もジュラ紀中期と考えられ

る．

金山ユニットの根尾メランジでは，基質の泥岩からはジュラ紀中期 - 白亜紀最前期の放散虫化石を，チ

ャートからは三畳紀中期 -ジュラ紀中期の放散虫化石がそれぞれ産出している．玄武岩の一部には，三畳

紀のチャートを密接に伴うものがある．根尾メランジの形成年代は，ジュラ紀中期ないし後期から白亜

紀前期と考えられる．

那比ユニットの葛原タービダイトと雛倉タービダイトは，砂岩泥岩互層からなり，その堆積年代が形

成年代に一致する．葛原タービダイトの泥岩からは，ジュラ紀中期の後期からジュラ紀後期の前期の放

散虫化石(山縣，1988)が，雛倉タービダイトの泥岩からはジュラ紀後期の前期の放散虫化石(WAKITA,

1988)がそれぞれ産出している．

那比ユニットの追ヶ谷石灰岩チャート互層では，チャートから三畳紀中 - 後期の放散虫化石

(YAMAGATA, 1989)が，石灰岩からは二畳紀前期の後期から二畳紀中期の中期の紡錘虫化石(YAMAGATA,

1989)が，泥岩からはジュラ紀中期の放散虫化石(YAMAGATA, 1989；WAKITA, 1988)をそれぞれ産出して

いる．形成年代は，ジュラ紀中期ないしそれ以降である．

未区分のうち，神原メランジは，泥岩からジュラ紀中期の放散虫化石が，チャートから二畳紀中期 -ジ

ュラ紀前期の放散虫化石をそれぞれ産出している(斎藤，1989)．その形成年代はジュラ紀中期以降であ

る．一方，外津汲メランジ及び小島山オリストストロームから化石の報告はない．また石山石灰岩は，

二畳紀中 -後期の化石を産出している．
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Ⅲ．8　地 質 構 造

美濃帯堆積岩コンプレックスはメランジを主体とし，複雑な地質構造を有する．大構造としては，低

角な断層と垂直に近い軸面を有する褶曲が認められる．

低角な断層は，本図幅地域北東部において舟伏山ユニットの下底や追ヶ谷チャート石灰岩互層の下底

に沿って走るほか，本図幅地域北西部の舟伏山ユニットの下底やユニットに存在する．

本図幅地域北東部では舟伏山ユニットの舟伏山石灰岩の下底において幅数ｍの破砕帯が複数確認でき

る．この断層は，石灰岩の分布を追っていくことによって低角であることがわかる．この地域では，追

ヶ谷チャート石灰岩互層もやはり同様に低角の断層で舟伏山石灰岩や根尾メランジと接している．

本図幅地域北西部においても，舟伏山ユニットの魚金山メランジは，根尾メランジや神原メランジの

構造的上位に低角の断層で重なっている．また，舟伏山ユニット内部において，魚金山メランジと白倉

山メランジは同様な低角の断層で接し，何度も繰り返し重なっている．

垂直に近い軸面を有する褶曲は，西北西 - 東南東ないし東西の走向を有している．最も大規模なシンフ

ォーム構造は，本図幅地域北西部に認められ，そのシンフォーム軸は，花房山の北西から魚金山を通り

宇津志にかけて西北西 -東南東に走っている．一方，それに対応するアンチフォームは，西板屋北西から

谷合にかけて武儀川に沿ってシンフォーム軸とほぼ平行しているのだが，そのアンチフォーム軸は，武

儀川断層によって切られて分らなくなっている．このシンフォーム軸とアンチフォーム軸の距離から

判断して，この褶曲の半波長は，約6kmである．

波長1-3km のより小規模な褶曲は，本図幅南東部に認められ，軸面はほぼ垂直で走向は東西から西北

西 -東南東である．

Ⅳ． 岩  　脈

本図幅地域内には，珪長質岩脈と安山岩質岩脈がある．本図幅地域周辺には，白亜紀後期の珪長質火

成活動によって形成されたとみなされている花崗岩類・流紋岩類が点在している(棚瀬，1982)．これら

の花崗岩類・流紋岩類には珪長質岩脈が密接に伴っており，本図幅地域の珪長質岩脈も白亜紀後期に形

成されたと推定できる．また，本図幅地域周辺に同じく分布する安山岩岩脈は白亜紀後期の花崗岩類・

流紋岩類を貫き，鮮新世 - 更新世の火山岩類を貫いていないことから第三紀に貫入したと考えられてお

り(脇田，1984)，本図幅地域内の安山岩質岩脈も第三紀のものと推定している．

珪長質岩脈のほとんどは石英斑岩で，本図幅地域北東部に発達し，幅は一般に数ｍ - 数10 ｍで最大約

100ｍに達する．貫入方向は一様ではないが，東 -西から北西 -南東方向が卓越する．色は，乳白色 -淡灰

色で，風化面では褐色である．微晶質の石基に径 5mm以下で自形ないし一部溶食形の石英斑晶を数多く

含み，カリ長石・斜長石と少量の黒雲母などの斑晶も認められる．

安山岩質岩脈は，神崎西方及び谷合西方などにわずかに認められる．暗灰色ないし暗緑色を呈し，斑

晶は斜長石・角閃石・普通輝石・かんらん石などの斑晶からなる．幅数10cm-数ｍで，方向はおおむね東

-西であるが一般にはっきりしない場合が多い．
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Ⅴ． 第  四  系

本図幅地域では第四系の分布は非常に少ない．そのほとんどが河川に沿って分布する段丘堆積物や現

河床堆積物・崖錐堆積物である．濃尾平野の北東縁に近い本図幅地域の南縁部では，その分布がやや広

い．

Ⅴ．1　段丘堆積物

　段丘は，揖斐川・根尾川・武儀川・神崎川の沿岸に発達している．段丘面と現河床面との高度差は，

数ｍ -数10ｍである．段丘堆積物(第 31図)は礫と砂からなるが，堆積物の断面を示す露頭が極めて少な

く詳細は明らかではない．

Ⅴ．2　崖錐堆積物

根尾川及び揖斐川に沿った地域にわずかに分布する．主として礫，砂及び泥からなる．
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Ⅴ．3　現河床堆積物

現在の河川に沿って分布する．主として礫，砂及び泥からなる．

Ⅵ．地震と活断層

濃尾地震と濃尾活断層系濃尾地震と濃尾活断層系濃尾地震と濃尾活断層系濃尾地震と濃尾活断層系濃尾地震と濃尾活断層系

明治24年(1891)10月 28日，岐阜県中部で発生した濃尾地震は，わが国では最大規模の内陸地震で，マ

グニチュードは8.0とされている(国立天文台編，1989；加藤，1989)．震央は35.5 Ｎ゚，136.6 Ｅ゚で，本図

幅地域の中央部魚金山付近に当たる．本震の数年前から地震活動が活発化し，Ｍ . 6.0を最大とする前震
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が起こっている．余震は，本震後2年間で岐阜で 3,365回に及び(大森，1899)，このうち1892年1月 3日，

9月 7日，1894年1月10日に強い余震が発生している．

濃尾地震に際して根尾川沿いに出現した地震断層群は，全体としてほぼＮＷ -ＳＥ方向を示し，全長は約

80kmに達する．この地震断層群は，濃尾活断層系(松田，1974)ないし根尾谷断層系と呼ばれ，第 32図に

示したようにいくつかの断層セグメントからなり，それぞれ温見断層・根尾谷断層・黒津断層・梅原断

層と名づけられている(KOTO，1893；松田，1974；加藤，1989)(第11表)．ミ型の雁行状に配列したそれ

ぞれの断層線はかなり湾曲している(岡田，1979)．これらの断層は左ずれ成分が大きく，これらを横切

る河谷や尾根は系統的に食い違っている．

根尾谷断層に沿う金原や中村，日当などでは，畑の畦が濃尾地震の際に 3～ 4ｍ(一部8ｍ)左ずれ方向

にずれたことが報告されている(松田，1974)．根尾谷断層に沿う垂直変位はあまり大きくないが，一般

に断層の北東側が低下している．後述の水鳥付近を除くと濃尾地震時には北東側が数10cm程度相対的に

沈降した．

根尾村水鳥付近では，第 33,34 図のような断層崖が濃尾地震(本震)の際に出現した(KOTO，1893；

MILNE et al.，1891)．この断層崖は走向Ｎ35 Ｗ゚で西落ちで垂直変位は6ｍ，水平方向には左に2ｍずれた
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(国立天文台編，1989)．この水鳥の断層崖の他に，この地域には東西方向の水鳥大将軍断層とＮＮＷ -

ＳＳＥ方向の根尾谷断層が走り，この三つの断層に囲まれた水鳥三角地では，水鳥断層から水鳥大将軍断層

に鈎ノ手型に屈曲した部分が左ずれで隆起したと考えられている(松田，1974；岡田，1979)．

京都大学防災研究所は，根尾谷断層の南端に位置する岐阜市佐野と，梅原断層の北端付近の岐阜県高

富町高田の 2 か所でトレンチ掘削を行った(京都大学防災研究所，1983)．このうち前者は，本図幅地域

東南部に位置しているが，ここでは地震時の断層の変位は認められていない．したがって，濃尾地震時

の変位は，根尾谷断層の南端までは及んでいないと考えられている(京都大学防災研究所，1983)．

最近，岐阜県本巣町金原において，電力中央研究所が根尾谷断層中央部のトレンチ掘削を試みた(第

35,36,37図)．その結果，金原における根尾谷断層は，基盤岩中の断層破砕帯の上盤側境界が断層変位面

として活動したものであり，旧河床堆積層(推定堆積年代約 20,000年)の堆積以後，濃尾地震の活動も含

め，少なくとも 4 回以上の活動があったことを明らかになった(宮腰ほか，1988)．

本図幅地域には，濃尾断層系の主要なＮＷ-ＳＷ方向の断層のほかに，活断層として木知原断層，谷汲断

層がある(松田，1974；活断層研究会，1980)．本図幅地域東南部の木知原断層は，東西からＥＮＥ-ＷＳＷ

の走向を有し，右ずれで，長さは 4.5kmと短い．本図幅地域南西部に位置する谷汲断層は，ＷＮＷ -ＥＳＥ

の走向を有し，左ずれで ,長さは約11kmである．

1833年 5月 27日(天保4年 4月 9日)には谷汲断層のすぐ南側に当たる 35.5 Ｎ゚　136.6 Ｅ゚の地点を震

源とする地震が起こり，大垣市北方の村々で山崩れが起きた．その余震は同年 8 月まで続いた(国立天文

台編，1989)．
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Ⅶ． 資　　源

本図幅地域内で現在稼行している鉱山には，石灰岩・ドロマイトの非金属鉱山がある．過去にマンガ

ンなどの金属資源を一部の地域で採掘していたが，現在稼行している金属鉱山は存在しない．本図幅地

域南部などにはいくつかの砕石場が点在している．

Ⅶ．1　石灰岩・ドロマイト

本図幅地域最南部には，住友セメント岐阜鉱山があり，石山石灰岩を採掘している．この地域におけ

る石灰岩の採掘は昭和10年代に始まり，現在年間1,500,000tの石灰岩を採掘し，セメントや石灰の原料と

して供給している．
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本図幅地域南西部の久瀬村西津汲には，植田石灰製造株式会社久瀬鉱山があり，年間 110,000tの石灰岩

を採掘している．

本図幅地域北部の舟伏山石灰岩はドロマイトを産することで有名で，本図幅地域には伊往戸の新鉱工

業美山鉱山と円原の川鉄鉱業宝谷鉱山があり，それぞれ現在年間約 200,000t，70,000tのドロマイトが出

鉱されている(第 38図)．

Ⅷ．自 然 災 害

本図幅地域内には濃尾断層系などの断層が数多く走り，しばしば自然災害の原因となっている．なか

でも，明治 24年(1891)10月 28日に発生した濃尾地震は，数えきれないくらいの山崩れや地すべりを引き

起こし，建物や橋などの建造物に被害を与えたばかりではなく，根尾谷だけで142人もの死者が出た．ま

た，水鳥では断層崖が形成され，地面が上下に 6ｍ左に 4ｍもずれた(小出ほか，1979)．

大雨は，断層沿ったところなど軟弱な部分からの山崩れ・地すべりを誘発し，被害を与える．本図幅

調査中にも，平成元年 9 月 5-7 日に記録的な集中豪雨が起こり，道路や橋の決壊，田畑や家屋への土砂

の流入など甚大な被害がでた(第 39，40図)．
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(Abstract)

  The Tanigumi district is underlain mainly by the Mino sedimentary complex of Jurassic
to earliest Cretaceous age.  Late Cretaceous felsic and Tertiary intermediate dikes are
intruded into the complex.  The Quaternary comprises talus and present river deposits, and
unconformably covers the Pre-Quaternary rocks.  Active faults are developed in the
central part of the district.  The geology of the Tanigumi district is summarized as shown
in Table 1.
  The Mino sedimentary complex in this district consists mainly of melange, turbidites
and allochthonous blocks of chert, limestone and basalt. The formation of the complex is
considered to have been caused by the accretionary process along the convergent margin
in Jurassic to earliest Cretaceous time.
  The Mino sedimentary complex is roughly divied into three units on the basis of the

lithology and the age of their components (Table 2).
  The Funafuseyama unit consists of Middle Jurassic melanges and allochthoneous blocks
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and slabs.  It is divided into three subunits, i.e. Funafuseyama Limestone, Youkinzan
Melange and Shirakuradani Melange.  The Funafuseyama Limestone is the largest allo-
chthonous blocks in the unit.  It consists mainly of limestone, and is associated with basalt
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and chert.  The limestone and chert in this subunit yield fusulinids and radiolarians of
Permian in age, respectively.  The Youkinzan Melange includes numerous clasts of basalt,
limestone and chert within a deep-black mudstone matrix lacking in clastic grains.  The
Shirakuradani Melange is different from the Youkinzan Melange in the nature of matrix
and the dominant rock types of clasts.  It includes numerous clasts of sandstone, siliceous
mudstone and chert within a dark gray mudstone matrix which contains silt-sized clastic
grains of quartz, feldspars and other minerals.
  The Neo Melange of the Kanayama unit is Middle Jurassic to earliest Cretaceous in age,
and includes a great numbers of blocks and slabs of chert, siliceous mudstone, sandstone and
basalt in a dark gray mudstone matrix.  The chert yields Middle Triassic to Middle
Jurassic radiolarians (WAKITA, 1988; SANO, 1988; YAMAGATA, 1989), while the siliceous
mudstone and mudstone of matrix yield radiolarians of Middle Jurassic to earliest
Cretaceous  age.
  The Nabi unit consists mainly of coherent sedinentary sequences, i.e. turbidite and
massive sandstone.  The turbidite is usually disrupted to various degree.  The unit is
subdivied into three subunits, i.e. Kuzuhara Turbidite, Hinagura Turbidite and Oigatani
Chert-limestone.  The Kuzuhara Turbidite consists mainly of turbidite disrupted to various
degree. The mudstone of the subunit includes late Middle to early Late Jurassic radiolar-
ians. The Hinagura Turbidite consists of massive sandstone, turbidite, and slabs of
siliceous mudstone and bedded chert.  The mudstone of the subunit yields early Late
Jurassic radiolarians (WAKITA, 1988).  The Oigatani chert-limestone is characterized by the
occurrence of thick slabs of bedded chert which is locally interbedded or associated with
limestone and dolostone.  The chert yields Middle to Late Triassic radiolarians, and the
limestone yields late Early to middle Middle Permian fusuline fossils (YAMAGATA, 1989).
The chert and limestone slabs of the Oigatani chert-limestone is intercalated with the
mudstone and mudstone-dominant turbidite sequences.  Some of the mudstone yields
Middle Jurassic radiolarians (WAKITA, 1988; YAMAGAGTA, 1989).
  The Kambara Melange, the Totsukumi Melange, the Kojimajima Olistostrome and the
Ishiyama Limestone are subunits but can not be determined to which units of WAKITA(1988)
to belong.  The Kambara melange is of Middle Jurassic age, and contains blocks and slabs
of sandstone, chert, limestone and basalt usuarly within a dark gray, locally deep-black mudstone
matrix.  The chert in the blocks and slabs yields Middle Permian to Early Jurassic
radiolarians, and the mudstone matrix contains Middle Jurassic radiolarians.
  The Totsukumi Melange characteristically includes a number of limestone blocks and
slabs. The matrix is dark gray mudstone with smaller blocks of limestone, sandstone and
chert.
  The Kojimayama Olistostrome consists of siliceous mudstone and olistostromal
sequences.  The olistostromal sequences includes abandant clasts of sandstone and chert
within a dark gray mudstone matrix which is not sheared at all.  The sequence is inter-
calated with well-stratified sandstone and mudstone beds.  These lines of evidence show
that the Kojimayama Olistostrome is neither tectonic or diapiric but sedimentary in origin.
  The Ishiyama Limestone is an allochthonous block of limestone, and yields Middle to
Late Permian fusuline fossils.  The relationship between this subunit to the others is not known.
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  Some dikes are intruded into the Mino sedimentary complex.  The wideness is less than
100m, and the length is less than 1km. The dikes range in composition from felsic to
andesitic. The andesitic dikes may be related to the Tertiary andesite widely distributed to the
north of the Tanigumi district.
   The felsic dikes such as quartz porphyry are usually associated with granites and
rhyolites of Late Cretaceous to Paleogene age in the area adjacent to the Tanikgumi
district.  Their age is consideredto be Late Cretaceous.
  The tarrace and present river deposits are distributed along the main rivers such as the Ibi,
Neo, Mugi, and Kanzaki. They are composed of gravel, sand silt and mud of fluvial origin.
  Active faults of the Nobi fault system (MATSUDA, 1974) are famous for the displacement
along them when the Nobi Earthquake (M 8.0) occurred in 1891.  Most of them are left
lateral faults trending NE-SW.  The associated vertical component was marked by the
formation of the famous Midori fault scarp.  The surface faulting appeared on several pre
-existing Quaternary fault lines (MATSUDA, 1974).
  Limestone and dolostone contained as large slabs of the Mino sedimentary complex in
the Tanigumi district are economically important row materials for cement, solvent and
fertilizer.




